
会議録（１） 

 

会議の名称  第 1回 飯能市介護保険事業計画等策定委員会 

開 催 日 時  

 

平成 29年 8月 31日（木） 

開会 午後 1時 30分  閉会 午後 3時 30分 

開 催 場 所  飯能市役所 本庁舎別館 会議室１ 

議 長 氏 名  小川 晃男 

出 席 委 員  

 

野田裕康 笹岡 勉 小川晃男 大野 康 大野 悟 池田徳幸 

野口博巳 中川 淳 浅見豊樹 

欠 席 委 員  谷戸典子 

説 明 者 の  

職  氏  名  

飯能市長 大久保 勝 健康福祉部長 島田 茂  

傍聴者の数  １人 

会 議 次 第  別紙のとおり 

配 布 資 料  ○飯能市介護保険事業計画及び老人福祉計画（第７期計画）策定作業スケ

ジュール（案） 

○「介護保険事業の状況」介護保険事業計画・老人福祉計画（第７期計画）

策定委員会  

○平成２８年度 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等結果報告書 

 

事務局職員  

職 氏 名  

介護福祉課 健康福祉部参事兼課長 須田  浩 

介護保険担当        主幹 大河原正好 

     〃        主査 岡部美ちる 

     〃        主任 島田 美雪 

地域包括ケア担当      主査 平沼 正行 

〃        主査 泉田みどり  



会議録（２） 

 

議事録の概要（経過）・決定事項 

１ 開会 委嘱状交付 

２ 委嘱状交付 

３ あいさつ 

   飯能市長 大久保  勝 

４ 自己紹介 

   各委員 

   事務局 

   コンサルタント 

５ 正副委員長の選出 

   推薦により、委員長に小川晃男委員、副委員長に大野康委員が選出され、満場一致 

   で決定。 

６ 議事 

  １）計画策定のスケジュールの説明 

     資料１に基づき、事務局がスケジュールの説明を行う。 

  ２）介護保険事業の状況 

     資料２に基づき、事務局が説明を行う。 

  ３）その他 

７ その他 

８ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

  



会議録（３） 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ あいさつ   飯能市長 

 

４ 自己紹介 

 

５ 正副委員長の選出 

 委員からの推薦により、委員長に小川委員、副委員長に大野委員が選 

出された。委員長、副委員長それぞれ就任のあいさつを行う。 

  

 ６ 議事 

 １）計画策定のスケジュールについて 

  資料１に基づき、事務局にて説明。 

委員長  質問はありますか。 

  委員からの質問・意見なし。 

 ２）介護保険事業の状況について  

 

 

 

 資料２に基づき、７ページまで事務局で説明。引き続き、アンケート

結果について事務局で説明。 

委員長  質問はありますか。 

  資料１の３ページの要介護認定率が埼玉県より高いのには理由があり 

 ますか。 

事務局  明確な理由はありません。埼玉県は平均値なので、誤差があると思い 

 ます。飯能市の高齢化率が高いのも影響があると思います。 

委員長 長命な方が多いから介護保険を使う人が多いのか、介護が必要な方 

 が多いということか。データがあれば教えてください。 

事務局 過去の数値等確認して、計画に反映していきたいと思います。 

委員長 認定率が下がっている理由を教えてください。 



事務局 介護予防の効果があらわれていると考えられるが、今後、分析したい 

 と思います。 

委員  資料１の６ページのグラフの下段の負担率は、給付費と関係がありま 

 すか。 

事務局  負担率についてですが、第１号被保険者の負担率と第２号被保険者の 

 負担率を合わせて５０％、残りの５０％が公費となっています。その、 

 第１号被保険者の負担率を表したものになります。直接、給付費とは関 

 係がありません。 

委員  介護認定についてですが、年齢が上がってくると認定が下げられると、 

 市民から聞くことがありますが、認定率が下がっているというのは、認 

 定が厳しくなっているということがあるのでしょうか。 

事務局  認定調査員がお体の状況を見て調査し、同時に主治医の意見書を取り 

 寄せまして、コンピュータによる１次判定を行ないます。次に認定審査 

 会を経て介護度を決定しています。従いまして、介護度を操作すること 

 はシステム上出来ない形になっています。中には、ご自分の思っていた 

 介護度と実際の介護度が違い、納得がいかない方もいらっしゃいます。 

委員長  審査会の委員を１０年やっていますが、認定制度が大きく変わったこ 

 とはなかったと思います。 

委員  そのことを、市民に分かるように説明してほしいです。誤解をしてい 

 る方がいる場合もあるので、認定制度について周知していくことが必要 

 ではないでしょうか。 

副委員長 国や県の指導が厳しく、チェックもされるので、飯能市の６つある介 

 護認定審査会の中でバラつきがないように、研修などしています。また、 

 介護予防や重症化防止の取組により介護度が下がり、自己負担が少な 

 くなり、嬉しいという声も現場ではあります。 

事務局  要介護認定適正化については、施策の一つとして、取り組んでいきた 

 いと考えています。 

委員長 他に質問はありますか。 

 委員からの質問・意見なし。 

 資料２に基づき、事務局にて８ページから説明。 

委員長 質問はありますか。 

委員 ７ページの図で、サービス付き高齢者住宅が中心にあるが、他の施設 

 も記載して、飯能市版の図が良いと思います。 

事務局 貴重な意見等をふまえまして、飯能版の図を作成していきたいと思い 

 ます。 



委員長 市内にサービス付き高齢者向け住宅はありますか。 

事務局 ２か所あります。 

委員長 他に質問ありますか。 

副委員長 これは意見ですが、１３ページに「第７期基本指針のポイント」があ 

 りますが、「我が事・丸ごと」などは飯能市では第６期計画で既に重視 

 して取り組んでいこうとしています。飯能市では当たり前に取り組んで 

 きたことなので、このまま載せるのではなく、飯能市の状況に応じた内 

 容で記載する工夫が必要だと思います。 

委員 介護離職ゼロに向かってとは、先程の説明だと私どもサービスを提供 

 者側のことでしたが、１３ページのこれは、サービス利用者側の話しで 

 すよね。 

事務局 その通りです。提供側の人材の確保も、必要だと申し上げたかったも 

 のです。 

委員長  他に質問はありますか。 

  委員からの質問・意見なし。 

 ３）その他について  

事務局  特にありません。 

委員長  質問はありますか。 

委員 養護老人ホームに欠員が出ているが、飯能市としての今後の方針を教 

 えてください。 

事務局 施設の老朽化、管理の仕方、定員の適正化につきましても、計画の中 

 で検討していきたいと考えています。 

  

 ７ その他 

   次回第 2回目は 9月 27日を予定しております。 

  

 ８ 閉会 

  

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。 

  平成２９年  月  日 

議長の署名                   

 

 

 


